#自己紹介
はじめまして、私は金と申します。宜しくお願い致します。
では、少し簡単に自己紹介してから、個別の案件について説明したいと思います。
まず、私の強み三点について、ご紹介したいと思います。
一点目の強みは、お客様の目線から物事を考えて、システムを具体化できる力であります。後ほど説明致しますが、某国立医科大学の案件では、お客様の声から要件をまとめて、システムを具体化し、設計・開発・導入までして、１０年間お客様より仕事を請け負っておりますので、この点についてはお客様より評価されているかと思われます。
三点目の強みは、いつも前向けで学び続ける姿勢であります。会社の配慮もあって、2010年には日本で大学院に入り、仕事と並行しながら研究を続け、2012年には修士号も取得しております。年齢に拘らず、前向けで挑戦し続ける心構えについては、このことからお分かりになるかと思われます。
[bookmark: _GoBack]二点目の強みは、コンピューター現場で積んできた経験と理論的なベースとのバランスが2010年には会社の配慮もあり、大学院し、仕事と平行しながら研究を続け、2012年には修士号を取得しております。
このことからわかるように自分の強みは、新しいことを学ぶのを恐れない、またそれをあきらめない姿勢です。

今回もお客様の案件にお手伝いできればと思います。
よろしくお願い致します。

では、今回の案件に関連する経歴について簡単に紹介したいと思います。

#プロジェクト説明

１．日本年金機構の刷新プロジェクト
　一番最初の項番1の案件になります。直近2年半は日本年金機構の刷新プロジェクトのPMO業務の支援を担当しておりました。職員のPMO業務を支援する統合調整チームに入りまして、職員と一緒にベンダーの個別進捗会議に毎週参加し、ベンダーの進捗管理等を支援致しました。また本プロジェクトでは複数のベンダーが参加しているため、本番移行に向けてベンダー間の円滑な調整ができるように移行に関するワーキンググループを運営していまして、その移行WGの運営を支援致しました。毎週開催される移行WGの会議準備や、本番移行に向けた移行WG作業スケジュールの策定・進捗状況の管理、ベンダーの成果物チェック・取りまとめ、各種成果物のフォーマット作成等の支援をいたしました。移行WGに関わったことで、大規模プロジェクトで大きな本番移行及びリリースを4回も経験したので、私にとっては貴重な経験になりました。PMO業務を支援しておりましたので、プロジェクト計画書は直接作成はしてなくても数多くの計画書をレビューしていた経験は、今回お手伝いする際、生かされると思われます。

２．AIUのシステム統合
　３番のプロジェクトはAIUと富士生命保険社の経営統合によるシステム統合プロジェクトでありました。短いでしたが、私はこのプロジェクトでエンドユーザ側に入り、業務フロー作成と研修教材作成の仕事をお手伝いしました。業務フロー作成作業はBFC（business fuction chart）という業務内容がマトリックス型に記載されているのを、BPF（business process flow）という業務フローに落として、業務内容を見える化して検証する作業でした。また統合される新システムの代理店向けのトレイニング用教材の作成作業も支援いたしました。この時はAIUのSME(subject matter expert)という保険業務のエキスパートの下に付き、SMEの仕事をサポートしながら、自分の作業を進めていましたが、この時に業務フローを作成して検証した経験は今回の案件にも生かされるかと思われます。


３．ウェルネットリンク
　2008年から約10年間は主に北海道の旭川医科大学が運営している個人向けの健康情報管理システムのプロジェクトリーダーを担当していました。これに該当するのが経歴書記載の6番から某国立大学と記載されているプロジェクトになります。このシステムは個人の健康情報や医療情報をインターネット上で管理できるWEBサービスです。このプロジェクトはお客様の実現したい内容についてヒアリングし、それをまとめて要件定義、画面設計・デザイン、システム設計・開発、テスト、導入まで全工程を弊社が担当しました。もちろんお客様の目線で検討し、提案してお客様の了承を得ながら、プロジェクトを進めていました。このようなところがお客様に評価され、信頼関係を築くことができ、長い間仕事を頂いていると思われます。参考までにこのプロジェクトではお客様のRFP作成にも参加したことがあります。　お客様の話から要件を具体化し、システム化まで成功させた経験は今回の案件でも役に立つと思います。

４．日本郵便の配達業務監視
　８番のプロジェクトは日本郵便の実証・実験プロジェクトで、日本郵便では配達員が郵便物を配達しないで隠したり、廃棄したりする配達事件が頻発していて、総務省から行政指導を受けましたので、その対応策として今後配達員の端末に搭載されるGPS情報を活用して配達事故を予防することを検討したプロジェクトになります。試行で取得した配達員のGPS情報（配達ルート）で、配達員の配達ルートや行動を確認できるアルゴリズムを提案・検証して、新しいシステムの構想を練り、要件定義、超概算見積もり作成等の支援を行いました。システムの要件を定義し、必要な機能を洗い出し、概算見積を作成した経験は、今回の案件をお手伝いしたときに役に立つと思われます。

５．新債権システム導入
  19番のプロジェクトはYAHOOの料金センターの新しい債券システムの構築プロジェクトでしたが、私は開発側ではなくエンドユーザである受入側（料金センター側）に入りまして、料金センターの立場から約１年程、新しい債権システムの導入に伴う業務フローの整理（AS-IS/TO-BE）と課題抽出、料金センターと開発ベンダー間の仕様調整、受入テストシナリオ作成、ユーザ（料金センター）のサポート等を実施しました。この案件で、お客様にヒアリングをしながら、現在の業務フローを整理して、新しいシステムの運用に合わせてリリース後の業務フローに変更し、課題を抽出した経験は、今回の案件でも生かされればと思います。



６．KDDIのDWHのマイグレーション
　２番のプロジェクトは、既存のシステムをOpen sourceのSpark(分散処理フレームワーク)を導入してマイグレーションを行うプロジェクトでした。私は参加した時には、既に概要フローという基本設計書までできていたので、その概要フローから詳細設計書であるサービス仕様書を作成することを担当しました。また製造工程は中国でのオフショア開発だったので、開発・単体テスト・ITは主に中国側で行っていまして、私はIT仕様書とIT実施結果のレビューを行いました。サービス仕様書の仕様を確認し、ルールに沿った記載になっていることや、すべてのテストパターンが揃っていることを確認し、誤り等を指摘し、修正してもらいました。このプロジェクトはDIR-BIで実施されたプロジェクトだったため、DIR-BI様の仕事についての土地勘はあると思われます。（プロジェクト管理や、課題管理にRedmineを集中的に活用していまして、その運用方法は大いに参考になりました。）
